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１．�はじめに　�
～�「40周年記念事業」実施の経緯と背景～

⃝�まず、「40周年記念事業」実施に至る経緯とその

背景等についてお聞かせ下さい。�

松田主任研究員　AIRS は1978年７月20日の設立以

来、2018年で40周年を迎えました。それに伴い、４

つの「40周年記念事業」を企画しました。内容は、

２本のイベントと「経済解説書」の出版、そして

「クロスメディア戦略」の実践です。

　イベントの１つは、「人間中心設計プロセスで青

森県に新しい価値を創造する」をテーマに掲げ、

2018年７月26日に開催した「青森地域社会研究所40

周年記念シンポジウム」で、こちらは既に好評のう

ちに終えることができました。もう１つは、2019年

２月20日に著名なエコノミストである第一生命経済

研究所の新家義貴氏を講師としてお招きしての記念

講演会も計画しています。そして、出版物は、青森
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県を対象にした「経済解説書」の発刊であり、

AIRS 研究員に地元の大学教授も加わったメンバー

で2019年３月25日刊行を目指して現在、鋭意執筆中

です。

竹内常務理事　４つめの事業が、「クロスメディア

戦略の実践」です。これは、イベントや出版物の発

刊といった一過性の事業の他に、40周年記念のレガ

シーを残すことが目的です。具体的には、2018年４

月に開設した AIRS の Facebook（以下、FB）を大

きく育てることにより、新たな情報発信ツールを手

に入れることです。ところが、開設から３か月以上

を経過した７月20日の設立40周年が近づいてきて

も、なかなかフォロワー数が増えない状況が続いて

いました。

　そこで、記念事業の PR も兼ねて、青森県内で影

響力のある著名人に出演をお願いして、「40th ㊗メッ

セージ」を動画で発信することにしました。外部人

材を巻き込むことで、フォロワー数の増加や記念事

業の周知にもつながり、盛り上がるのではないかと

いう期待もあり、40周年記念動画メッセージを集め

てまわることにしました。

２．「AIRS�Facebook」の概要と特徴

⃝ �Twitter など他の媒体もあるなかで、FBを媒体

として選択されたのには、何か理由があるので

しょうか。�

竹内常務理事　Twitter の場合は文字数の制限等も

ありますが、FB の方が地元での波及効果を期待す

るうえでメリットが大きく、さまざまなコンテンツ

を掲載していくにあたり、長文や動画なども掲載で

きる媒体として適しており、使い勝手も良いのでは

ないかと考えました。

　もう一つ、実は、最初の頃は私が利用している個

人の FB アカウントで、AIRS に関する情報発信も

行っていたのですが、40周年記念事業の実施に合わ

せて個人発信から法人発信へと分離していく路線に

（一財）青森地域社会研究所　Facebook

出所：https://www.facebook.com/AIRS.region/
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変更したのです。まさにそのタイミングで、松田主

任研究員から「青森県内の著名人のメッセージ動画

を掲載してはどうか」と提案があったため、バー

ジョンアップした形で FB を活用した情報発信がス

タートしたのです。

松田主任研究員　竹内常務が個人発信から法人発信

へと FB を移行した当初は、常務の個人的なフォロ

ワー以外に、なかなか拡がらない時期もありました

が、40周年記念事業に関連した情報発信も検討する

必要があり、何よりもそれほどコストがかからない

ため、トライアル的に始めた経緯があったのです。

竹内常務理事　残念ながら、青森県内においても

AIRS の知名度はそれほど高くはありません。母体

行の青森銀行も含めてグループ全体で「地方創生の

お役に立つ」というスタンスを掲げていますから、

まずは AIRS の存在を地元の皆さんに知っていただ

かなければ意味がありません。特に、普段あまり接

点のない女性や若い世代からも興味を持っていただ

くにはどうしたらよいのか、AIRS HP（ホームペー

ジ）に行き着いてもらうまでの前段階として、FB

を活用してみたいという思いがありました。

　AIRS が地元青森のために情報やアイディアを発

信し、それらが地域の人々にとってのヒントや気付

きとして影響をもたらすには、コンテンツのブラッ

シュアップはもちろんですが、そもそも AIRS の存

在を認識していただきたかったのです。そのために

は、まず FB を気軽に覗きにきてほしいという狙い

がありました。

松田主任研究員　FB 事業のスタートにあたって、

最初に情報発信戦略の「作戦チャート」を描いてみ

ました（イメージ図）。具体的には、AIRS が毎月

発行している紙媒体の機関誌「れぢおん青森」に最

終的に辿り着いてもらうことを目的としています。

つまり、機関誌掲載用の自主調査をリリースした段

階で既存の情報発信ツールである HP に加えて、そ

の概要を FB でも告知し、FB の概要版を見ていた

だいた方々を最終的に紙媒体へと誘導していく一連

の流れをつくりだしたいと考えています。名付け

て、「松田式クロスメディア戦略」です。

⃝�通常の調査研究業務を行いながら、新たにFBで

の情報発信を行っていくことは、なかなか大変な

のではないでしょうか。�

松田主任研究員　現在の FB の主要コンテンツとし

ては、①「この人に聞きたい！」という県内各地で

さまざまな活動をされている方々のインタビュー動

画メッセージ、②新聞・ニュースネタなどに AIRS

の視点をコメントする「経済ミニコメント」、③出

張や社外での講演等の活動報告、④ニュースリリー

スという４本柱になっています。そのなかで、①の

インタビュー動画は取材先への出張を伴ったりする

ので若干、手間と時間はかかりますが、その他のコ

ンテンツは、新聞やニュースなどをもとに、テーマ

さえ決まれば１件あたり５分くらいで仕上がってし

まうので、さほど負担には感じていません。まさ

に、やる気さえあればできるものなのです。

竹内常務理事　情報発信は調査研究業務の延長線上

にあるものなので、負担ではなく、むしろ一石二鳥

的なメリットもあります。例えば、地域のシンクタ

ンクとして「この点についてはぜひとも発信してお

きたい」というコメントや、国や青森県内の出来

「松田式クロスメディア戦略」（イメージ図）

出所：AIRS　提供資料より

「松田式クロスメディア戦略」（イメージ図）
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事、自らの業務内容に関連したトピックスなど、

FB を利用して予告的にお知らせすることができる

ので、事前の話題づくりとして役に立つこともあり

ます。ただ単に情報を追加掲載しているわけではな

く、常に戦略的に考え抜いたうえでさまざまな意図

を込めて情報発信を行っているのです。

⃝ �FB での情報発信にはどなたが関わっていらっ

しゃるのでしょうか。研究員の皆さんが交代で

担当されているのでしょうか。また、これまで

に苦労された点等があればご教示ください。�

竹内常務理事　安定的に情報発信を続けていくこと

を考えるならば、AIRS のスタッフ全員がローテー

ションを組むような形が考えられます。しかし、情

報発信を行う際に、FB の操作スキルも含めて情報

を取捨選択しなければならず、個人的なセンスや遊

び心、創造性などが求められます。そこで、スタッフ

全員に情報発信を強要するのではなく、もう少しカ

ジュアルな雰囲気で遊び心を体現するような場とし

て自由なスタイルの運用ができればと考えています。

松田主任研究員　基本的には、スタッフが外出業務

等に併せて動画メッセージの取材をするようにして

います。毎回、正式なアポイントをとるわけではな

く、アポなしで動画撮影を依頼させていただくこと

もありますが、その方が先方も身構えず気楽に引き

受けてくださるように感じています。

　苦労した点としては、「40TH ㊗メッセージ」の投

稿を続けていた折、動画ストックが尽きそうになり

ました。その時は取材リストを作成し、一度に３～

４人まとめて動画メッセージ取材を行ったこともあ

りました。また、せっかく動画メッセージをいただ

いたにも関わらず、操作ミスで動画を消去してし

まったこともありました。その際は、再度メッセー

ジの撮り直しになるなど、取材先にご迷惑を掛けて

しまいました。

３．Facebook 活用による効果と分析

⃝�実際に Facebook を活用してみた結果、周囲から

の評判はどのようなものだったのでしょうか。現在

どれくらいの方が閲覧されているのでしょうか。�

竹内常務理事　FB を活用した試みに対しては、銀

行系シンクタンクとしてリスク管理の観点から慎重

にならざるを得ないという考え方もあると思いま

す。しかし、今のところ特に母体の青森銀行からの

反対意見もなく、実際にトラブルもない状態で運営

ができています。AIRS のなかでも私が先頭を切っ

て取り組んでいることもあり、遊び心を体現する場

として、これからも継続していく予定です。

　情報発信を継続することは容易ではありません

が、全国に数ある地域シンクタンクのなかでも、

FB を用いた情報発信を行っているところはあまり

見当たらないのではないでしょうか。何事でもそう

だと思いますが、少人数の組織であっても本気で取

り組もうとする気持ちさえあれば、意外と実行でき

るものだなということが、今回の FB 情報発信を通

じてよく分かりました。

松田主任研究員　閲覧実績については、7/9～8/31

までの約２か月間で53組の方々から「40th ㊗メッ

セージ」をいただき、延べ５万人の視聴がありまし

た。図表を参考にしていただくと、青い棒グラフが

「40th ㊗メッセージ」動画のリーチ数（閲覧数）を

表しており、ピンク色の棒グラフは「いいね！」が

ついた件数となっているのですが、アクセス状況が

一目瞭然で分かるようになっています。

　もともと、FB を活用展開するにあたり、フォロ

ワー数を増やして AIRS が発信する情報をコンスタ

ントに多くの方々に届けたいという目標がありまし

た。そのためにトップバッターとして、地元青森県

で「津軽海峡マグロ女子会」などの活動で知名度の

ある島康子さんに出演をお願いしました。最初にあ
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る程度の話題性のある方を登用しないとインパクト

が弱く、閲覧者の印象に残りません。できれば島さ

んを応援しているたくさんのフォロワーの方々を

AIRS にも引き込みたいという意図もありました。

竹内常務理事　動画メッセージに出演してくださっ

ている方々はそれぞれが地元に根を張って、普段か

らご自身のお仕事を SNS で発信されているので、

閲覧数などからも、相応の影響力がうかがえます。

出演者を選定するにあたっては、青森銀行の主要取

引先であるかどうかは前提条件としていません。出

演者のほとんどが「地域おこし・まちおこし」に貢

献していたり、個人的な活躍をされている方々ばか

りです。

松田主任研究員　グラフ上で数字を並べてみると、

どういう方々の活動が地域で評価されているのか、

どういった活動をすれば地域で受け入れられるのか

がよく分かります。このような分析結果を踏まえ

て、AIRS の情報発信業務にどのように反映させれ

ばよいのかを考える際の参考になりました。2018年

４月のスタート時点では、FB フォロワー数も100

人弱だったのですが、「40th ㊗メッセージ」動画が

終了した8/31時点では、400人を超えるところまで

きました。2018年現在（11月末）では478人となっ

ており、あと少しで500人に達しようとしています。

⃝�動画メッセージの取材を受けた方々は、依頼され

た際にどのような反応を示されたのでしょうか。

取材を断られたことはなかったのでしょうか。�

松田主任研究員　その点に関しては、実はこちらが

驚くくらいすんなりと引き受けてくださる方々が多

く、「40th ㊗メッセージ」動画の趣旨をお伝えすれ

ば、すぐに理解して快くご協力くださいました。私

たちがアプローチする出演者は、インフルエンサー

として影響力のある方ばかりですので、ご自身の活

動を PR・宣伝する場としてとらえて、AIRS の FB

においても積極的にメッセージを発信していただい

ています。

　なかには、既に AIRS の FB を御存知で「早く自

分の所にも取材が来ないか」と心待ちにしていた方

もいらっしゃいました。また、AIRS の FB を活用

した試みを評価し、「自分たちの組織でもぜひ真似

をして実践してみよう」と検討してくださる方も出

てきました。

竹内常務理事　AIRS が FB で動画を公開すること

で、思いがけない効果もありました。動画メッセー

ジに登場している地元の有名人同士は、お互いにそ

「40th ㊗メッセージ」閲覧実績

出所：AIRS　提供資料より
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の存在を認識しているものの、活動分野や地域が離

れているために、実際になかなか出会うことがない

ケースもあり、AIRS の FB を通じて初めて本人の

実際の声を聞くことでお互いがより身近に感じら

れ、気が付けば「AIRS の FB が有名人同士をつな

ぐ媒体の役割を果たしていた」といった副次的な効

果もみられました。AIRS が SNS を操ることによ

り、そうした役割を果たせるのだとしたら、これく

らい楽しいことはありません。

⃝ �AIRS では、FBの数値データをもとに情報発信

効果の分析を行っているとのことですが、具体的

にはどのようなことが分かったのでしょうか。�

松田主任研究員　AIRS では、「フォロワー数を伸

ばす」ためにはどういった要素がヒットするのかに

ついて検証を行い、数値データを用いて図表にまと

めてみました。分析をしたところ、フォロワー数

（継続閲覧者）を増やすためのポイントはリーチ数

（閲覧者数）にありました。実際に「いいね！」を

押していても、フォロワーにならない閲覧者も多い

のです。

　やはり、人気のある方に協力していただいて、興

味深い投稿を発信していかなければ、フォロワー数

は増えないということも確認できました。図表の通

り、さまざまな FB 上の数値データを掛け合わせて

調べた結果、目的であるフォロワー数純増には、

リーチ数の増加が必要であることが分かりました。

こうした分析については、レポート１本を仕上げる

くらいの労力を費やしました。

竹内常務理事　恒常的に AIRS の FB を覗いていた

だくためには、閲覧者が AIRS に興味を持ってフォ

ローするといったアクションが必要になります。私

たちも FB を閲覧してくださった方々に対して

「フォローをお願いします」とリクエストしている

のですが、実際にフォローをしてくれるかどうか

は、個人の判断によるので無理強いはできません。

FB 情報発信における効果分析

出所：AIRS　提供資料より
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個人の判断となる部分にアプローチするために何が

大事なのかといえば、まずは AIRS の FB を一度で

も覗いていただくことがポイントになるのです。

４．分析から見えてきた課題

⃝�今後の FB活用に関する方針やFB運営上の課題

等についてご教示頂けますでしょうか。�

松田主任研究員　図表ａは、AIRS の FB を閲覧し

てくださっている方々の属性データになりますが、

特徴としては45歳以上の男性が多く、今後は女性層

や若年層も獲得していく必要があるという課題がみ

つかりました。さらに、図表ｂは、閲覧者の居住し

ている地域なのですが、八戸市の閲覧者が少ないこ

とも判明しました。本来であれば、人口規模からも

青森市の次にランクインしてほしいところです。加

えて、県南地域（十和田市、三沢市）に対する PR

が弱いという課題も浮き彫りになりました。

　現在も FB での情報発信を続けていますが、分析

結果を活かして僅かながらではありますが、これら

の課題も改善されつつあります。女性のリーチ数が

少しずつ増えてきており、FB 活用によって新たな

層にAIRSのアプローチが届き始めているようです。

　こうした分析を行うことで、ターゲットにアプ

ローチし、狙った効果を得られるような感覚が少し

ずつ掴めてきたように思います。「こういった投稿

や情報を発信すれば、このような層が反応するだろ

う」、「この投稿はおそらくリーチ数は伸びないかも

しれないが、今取り上げておけば後々必ず効果が出

てくるだろう」といった感覚が経験として蓄積され

てきており、徐々に情報発信のノウハウも掴めてき

ました。

竹内常務理事　多くの地域シンクタンクがそうだと

思いますが、弊所もスタッフが高齢化してきてお

り、SNS や IT モバイル等にあまり積極的になれな

いスタッフもいます。彼らに「頑張って FB を活用

してください」と強要しても無理があると思いま

す。今後の方向性として、AIRS をどのような存在

にしていくのかを考えた時に、スタッフが同じ志を

持って同じ方向を向いて取り組んでいかないと、

FB による情報発信の継続は厳しいでしょう。理想

的には、スタッフ全員で面白い情報を競いながら発

信していければ素晴らしいと思います。

　また、青森県という限られたフィールドで情報発

信を行い、スマートフォンや FB とも無縁の方々が

いらっしゃるなかで影響力を発揮していくために

は、ある程度ターゲット層を絞り込む必要がありま

す。そうなると逆に、ターゲット層を定めて狙えば

これくらいの閲覧者が見込まれる、という手応えが

欲しいところです。レポート等に HP の URL を掲

載しているだけでは、誰もみてくれません。FB の

場合は、HP に比べて敷居が低いので、ちょっとし

たきっかけで覗いていただく機会もあり、有機的に

HP 閲覧や機関誌「れぢおん青森」の購読にもつな

がっていく可能性を期待しています。

５．おわりに～　今後の展開について

⃝�情報発信に関しての今後の展開についてご教示く

ださい。例えば、今後新たにコンテンツを増やし

ていく予定などはあるのでしょうか。�

松田主任研究員　コンテンツの種類については現状

で充分ではないかと思っています。現時点では、全

く新しいコンテンツの追加などは考えていません。

これ以上フィールドを拡げ過ぎてしまうと、かえっ

てコンセプトがぼやけてしまうような気がします。

コンテンツを増やすことよりも、むしろ経済ミニコ

メントの内容充実にさらに力を注ぎ、官公庁やマス

コミが発信している経済ニュースと同じように、多

くの方々が AIRS 独自の FB 経済ミニコメントを

チェックしていただけるような流れに持っていきた

いと考えています。
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竹内常務理事　経済ミニコメントに関しては、執筆

者のセンスが大事です。つまり、誰に対しても分か

りやすい言葉で伝えられる表現力が求められます。

タイムリー、かつ的確なコメントを出していくため

には、テレビのコメンテーター並の能力が求められ

るのです。そのレベルに到達するまでには、現状で

はまだまだハードルが高いのですが、今後、力を入

れるべきコンテンツとしてブラッシュアップしてい

きたいと思います。

⃝�今後、AIRS の取り組みを参考にして、他の地域

シンクタンクが SNS での情報発信を企画する際

図表ａ

図表ｂ

出所：図表ａ／ｂ 共に AIRS　提供資料より
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のアドバイスはありますか。�

竹内常務理事　ツールが FB かどうかは別にして、

地域シンクタンクにおいて、SNS はもっと活用さ

れて然るべきだと思っています。例えば、東北地域

のシンクタンクがそれぞれに FB を使いこなして

ネットワークが拡がっていけば、相乗効果も生まれ

ると思います。ただ、実際にアクションを起こすと

なると、組織内に率先して声をあげて行動するよう

な人材がいないと、継続は難しいかもしれません。

　FB 情報発信を新たな業務として捉えてしまう

と、決して面白い内容にはならないと思いますか

ら、何よりも楽しみながら取り組むことが大事なの

ではないでしょうか。SNS による情報発信を職員

に義務的に行わせようとしても味気ない内容になっ

てしまいます。やはり、情報をハンドリングできる

能力のある人材の存在が重要となってきます。

　調査研究業務にも通じるところがありますが、

テーマの選び方やビジュアルでの見せ方、言葉選び

のセンス、例えば、あえて隙をつくって外した表現

方法まで考えていかないと、つまらないでしょう

し、興味を持って読んでもらえないと思います。

⃝�最後に、これまでのFB情報発信を通じて、伝えた

いメッセージがありましたらお聞かせください。�

竹内常務理事　経済ミニコメントをクロスメディア

戦略として捉えた場合、FB のタイムリーなスピー

ド感を生かして事前に FB で告知コメントを発表し、

全国紙・一般紙のニュースとリンクさせ、最終的に

機関誌「れぢおん青森」等の紙媒体へ誘導できれば

理想的なのですが、これは相当レベルの高い取り組

みになると思います。最終的に、青森の地域経済に

関することであれば、「マスコミがまず AIRS に取

材に来る」という形ができれば、クロスメディア戦

略として大成功といえるのではないでしょうか。

松田主任研究員　今後の目標として、年度内にフォ

ロワー数を500まで伸ばし、来年中には1000を目指

したいと考えています。1000という数字は、あまり

大したことのないように思われるかもしれません

が、SNS の世界では「限られたエリア
4 4 4 4 4 4 4

や限られた
4 4 4 4

分野
4 4

において、それなりの影響力を持つことができ

る水準」と位置付けられています。「インフルエン

サー初級」といったところでしょうか。フォロワー

数を1000まで集められれば、FB でイベント告知を

行う際に、こちらから働きかけなくても能動的に人

が集まり、機関誌「れぢおん青森」の購読、すなわ

ち青森地域社会研究所（AIRS）の賛助会員獲得に

もつながる可能性があると思います。

　地域のキーパーソンに積極的にアプローチし、青

森県内をフットワーク軽く飛び回り、遊び心を持っ

て情報発信を行うとともに、クロスメディア戦略の

あり方を模索し続ける竹内常務理事と松田主任研究

員。お二人のお話を通じて、非常に緻密かつ戦略的

にFBでの情報発信を活用されている姿勢が伝わっ

てきました。

　謙虚で穏やかな語り口のなかにも、事業を始める

に際しては、クロスメディア戦略に関連する書籍を

何冊も読み込むことで得られた裏打ちされた知識

や、データ分析に基づいた確かな自信が感じられま

した。名コンビの個性がキラリと光る刺激的な取材

を通じて、地域シンクタンクの情報発信のあり方な

ど多くのことを学ばせていただきました。

（文責：一般財団法人日本経済研究所

　　　　地域未来研究センター　副主任研究員

� 　大橋知佳）


